
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成  22 年 3 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究代表者の専門分野：筋肉生理学 

科研費の分科・細目：総合領域 脳神経科学 神経・筋肉生理学（B） 

キーワード：平滑筋、筋収縮タンパク質、筋フィラメント、リモデリング 

 

１．研究計画の概要 

本研究では、高輝度光科学研究センター
（SPring-8）および高エネルギー加速器研究
機構（KEK）・放射光施設においてモデル平
滑筋標本の X 線回折実験を行い、標本の太い
フィラメントと細いフィラメントのリモデ
リングの程度と力学応答を同時に「はかり」、
両者の関係を定量的に評価する。又、研究代
表者所属研究室で標本の詳細な力学特性測
定・生化学特性の解析を行い、最終的には細
いフィラメントと太いフィラメントのリモ
デリング動態と平滑筋収縮弛緩サイクルの
関係を細胞・組織レベルで解明することを、
本研究の具体的な研究目的とする。 

 

２．研究の進捗状況 

 リモデリングを自由に調節できる実験モ
デルの構築に成功した（雑誌論文 2, 3）。更に、
モデル平滑筋標本の X 線回折を行い、力学応
答と X 線回折像プロファイルの同時・定量的
な記録に成功した（雑誌論文 1）。 

 

３．現在までの達成度 

 実験モデル作成および、X 線回折像プロフ
ァイルの定量的な記録に成功した。一方、プ
ロファイル由来を同定し解析を進める必要
があることから、全計画の 2/3 程度が達成さ
れたと考えている 

 

４．今後の研究の推進方策 

  X 線回折像プロファイルから各反射の由来
を明らかにすること、それらの変化と力学応
答の関係を明らかにすることが求められて
いるので、所属研究室のコンピュータを用い
て連携研究者（木村雅子東京慈恵会医科大学

助教）とプロファイル解析を進める。また、
その解析結果をフィードバックして、
SPring-8 および KEK で X 線回折実験を進め
る予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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